
第44 回大 会〕

C 25 女 子 大 生 の栄 養 摂 取 状 態 と 健 康 習 慣 ・ 自 覚症 状 と の 関 連 に つ い て

神戸 女 大 家 政　　 ○ 薦 田 睦 子　　 宮田 康 子

食　　物

【 目 的 】　 現 在、 一 般 に 各 個 人 の 健 康意 識 は 高 ま っ て い る が。 社 会 の 各 集 団 にお い て は、

身 体的 健 康 状 態 の み で な く、 精 神 的 健康 状 態 が 問 題 に な っ て い る。 一 方。 豊 かさ 故 に 起 こ

る 食 品 摂 取 時 の 選 択 上 の 問 題。 栄 養 摂 取 状 態 の ア ン バ ラ ン スな ど 注 意 す る 事 柄 に つい て 追

求 す る 必 要 があ る。

そ こ で 日 本 の 高 度 経 済 成 長 期 に 育 っ て き た現 在 の 女 子 大 生 の 生 活 健康 習 慣と 精 神的 ・ 身

体 的 自 覚 症 状 に つ い て 調 べ、 栄 養 摂 取状 態 と の 関 連 を 検 討 し た。

【 対 象 と 方 法 】　 対　 象：　 本 学 家 政 学 部 学 生　17    2 名
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方　 法 ：　　19    9   1 年 ５ 月 のKeeK-day 連 続 ３ 日 間 の 食 事 状 態（1 日 単 位

で 食 品 名． 重 量、 食 事 時 間 ） と 共 に． 健 康 習 慣 と． 自 覚 症 状

の 状 態 を 調 査 用 紙 に 記入 さ せ た．

）　 栄 養 バ ラン ス に つ い て 考 え て い る グル ープ は． 栄 養 摂 取 状 態 は 良 く、 健

高 い 傾 向 が み ら れ た．

食 者 よ り、 朝 食 を毎 日 食 べ る グル ープ の 栄 養充 足 率 は． 健 康 習 慣 指 数 共 に 上

得 られ た．

慣 指数 が 高 く、 自 覚 症 状 度（ 精 神 的 ・ 身 体 的 ） の 良 い グ ル ープ の 栄 養 充 足 率

果 であ り． 良 好 な 状 態 が認 め ら れ た． 特 に． カ ル シ ウ ム、 鉄 分 につ い て は 女

率 は平 均 状 態 で は 低 く． こ の 点 に つ い ても 良 い 結 果 が あ ら われ てい る の で、

に つ け る よ う 指 導 の 必 要 性 が 考 え ら れ る．

女 子 学 生 の 倦 怠 感 と 牛 活 習 慣 ・身 体 状 況 の 関 係

比治山女子短大　　○　中　尾　　郁　子　　　伴　　三　二

＜目　 的＞　 女子学生の午前，午後の倦怠感と生活習慣および身体状況の関係を検討し た。

＜方　 法＞　 調査に協力の得られた18 ～20 歳女 子学生176 名 を 対象者とし て，午前と 午後の倦怠感の

有無・生活時間・ 身体活動・ 食物摂取・生理や便通の規則性等を調査し，午前と午後の倦怠感に関係

する要因を数量化理論第sm で検討し た。倦怠感すなわち身体の だるいことが，多い，時々あ る，な

いの３グループを外的基準とし，説明 要因は28, カ テ ゴリ ー数は84 用いた。

＜結　 果＞①第１ 根の相関比は，午前:0.5492, 午後:0.5856 であ った。　 ②午前倦怠感があること

に関係するカテゴリーは，一日の食事時間45 分 未満，便通が不規則である，アル バイトをしていない，

アルバイトを週当り5,6 回 する，昼食で卵を摂取し ない，学校で運動クラブに入っていない，朝食

開始が午前8  時 代，間食点数70 点 未満* ，毎日の生活が忙しい，毎日の生活スヶジュ―ルが決まって

いない，などであっ た。　 ③午前倦怠感がないことに関係するカテゴリーは，一日の食事時間45 分 以

上60 分 未満，一日の食事時間eo 分以上75 分 未 満，便通が規則的である，アルバイトを週当り1  ,   2 回

する，昼食で卵を毎日１ 個摂取，昼食で卵を週当り３個摂取，学校で運動 クラブに入っている，朝食

開始が午前8  時 より早い，間食点数70 点 以上140 点 未満，毎日の生活は忙しい日とゆったりした日が

一定のリズムである，などであった。　 ④午後倦怠感があることに関係するカテゴリーは，学校の欠

席回数１ 回以上３回以下，昼食を食べないことがある，就寝時刻が午前0 時代，生理が不規則である，

毎朝卵を１個摂取する，夕食で豆腐を摂取しない，起床時刻の早いことがある，朝食で汁を摂取する
，

一日の食事時間45 分未満，毎日の生活はゆっ たりし たスケジュールである，などであっ た。

＊ 間食点数:lO 食 品 の各摂取状況を摂取しないＯ点，毎日摂取する70 点 とし て算出した。
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